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BNCT について 

 BNCT（Boron Neutron Capture Therapy）はがんの放射線治療の一種であり、ホウ素（

10

B）の中性子

捕獲による核反応

10

B(n,α)

7

Li を利用します。がん細胞に特異的に取り込まれるホウ素（

10

B）化合物を投

与することで、がん細胞内にホウ素（

10

B）を選択的に取り込ませ、体外からエネルギーの低い中性子を照射

します。このとき、ホウ素（

10

B）原子核が中性子を捕獲して核反応

10

B(n,α)

7

Li を起こし、α 線と Li 原子核

が放出されます。これらの粒子の飛程はそれぞれ約 9 µm 及び約 4 µm と短く、細胞 1 個分の大きさに相

当します。これらの飛程により、それぞれが持っている全エネルギーをがん細胞内において失うため、周囲の

正常細胞に影響を与えることなくがん細胞を選択的に死滅させることができます。 

 

SPM-011 について 

 SPM-011 は、ステラファーマが創生した BNCT 用ホウ素薬剤（一般名：ボロファラン（

10

B））です。従来の

臨床研究では溶液の不安定さに問題を抱えていましたが、SPM-011 は、溶解補助剤を工夫することによ

り、この問題を解決しました。また、SPM-011 には、ステラファーマの親会社であるステラケミファ株式会社が

有する、国内で唯一の

10

B の濃縮技術による濃縮率 99%以上の

10

B を使用しています。 

 

CICS-1 について 

CICS-1 は、株式会社 CICS が開発した加速器型の中性子捕捉治療装置です。RFQ（高周波四重

極）直線加速器で加速した陽子をリチウムターゲットに衝突させることで中性子を生成するもので、人体へ

の悪影響の大きい高速中性子の混在が少ないことが特徴です。また生成する中性子のエネルギーが

800keV以下と低いため、BNCTに適した10keV程度のエネルギーに減速するための減速体系の小型化が

可能となりました。 

 

報道関係からのお問い合せ先 

【治験・機器に関するお問い合せ先】 

株式会社 CICS 

〒135-0063 東京都江東区有明 3-5-7 TOC 有明ウエストタワー17F 

TEL：03-3529-6301 FAX：03-3529-6303 

 

【薬剤に関するお問い合せ先】 

ステラファーマ株式会社 総務部 

〒541-0043 大阪府大阪市中央区高麗橋 3-2-7 ORIX 高麗橋ビル 

TEL：06-4707-1516 FAX：06-4707-2077 

 

【患者様からのお問い合せ先】 

国立研究開発法人 国立がん研究センター 中央病院 

相談支援センター  

TEL：03-3547-5293（平日 10 時から 16 時まで） 

 


